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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】
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～鞍馬の火祭り～

例年１０月２２日に由岐神社で行われる鞍馬の火祭。今年も開催の予定です。

平安時代中期、平将門の乱や大地震など、動乱や天変地異が相次ぎました。

９４０年、それらを鎮めるため、朱雀天皇の勅により宮中に祀られていた祭神 ・

由岐明神を北方鎮護として鞍馬に移すことになりました。その際、村人が鴨川

の葦で松明を作り、かがり火を焚いて御遷宮の行列を行なったのが、火祭の起源と

されています。「神事にまいらっしゃれ」と 神事触れの合図で、鞍馬の各戸に積み

重ねられた篝（エジ）が一斉に点火され、小松明を抱えた少年に続き、青年達が

燃えさかる大松明を担いで 「サイレイ、サイリョウ（祭礼）」 と囃したてながら、

集落を練り歩きます。神輿の渡御では、山門前に大小の松明を担いだ若者達

が集結。石段を駆け下りる２基の神輿が炎に浮かび上がる様は、壮観です。

１８時から始まる火祭りは、その後、翌日の早朝２時頃、２基の神輿が御旅所から

由岐神社に戻り終了します。この鞍馬の火祭は、やすらい祭（今宮神社）、牛祭

（広隆寺 ・ 大酒神社）とともに、「京都三大奇祭」 五山送り火 ・ お松明式（清凉寺）

とともに、「京都三大火祭」 に数えられています。


